
平成 30年度第１回桑名市上下水道事業経営審議会 議事要旨 

 

日 時・場 所 平成３０年７月９日（月）午前１０時半～ 

多度地区市民センター３階３０５会議室 

出 席 者 委員：６名         

事務局：１１名       傍聴者：２名 

議 事 次 第 １.開会挨拶（企画総務課長） 

２.議事 

 （１）会長、副会長選出 

（２）平成３０年度上下水道事業当初予算の概要について 

 （３）桑名市上水道事業基本計画の見直しについて 

（４）その他 

３.閉会挨拶 

要 旨 １．開会挨拶 

開会後、上下水道部長より挨拶 

２（１）会長、副会長選出 

 ・会長に宮脇淳委員、副会長に鶴田利恵委員を選出。 

（２）平成３０年度上下水道事業当初予算の概要について 

事務局より水道事業会計の予算について説明 

・水安全計画の作成について。 

⇒当初は業者委託を予定していたが、厚生労働省より作成支援ツールが提供さ

れたことから活用して自課で作成予定。 

・建設改良費の執行状況について、経営戦略と予算額との間に乖離があること

から経営戦略の見直しを検討していることについて、経営戦略は料金改定の根

拠にもなっており、次回の審議会において見直しを行う理由について示しても

らいたい。 

⇒経営戦略の見直しを行う必要性及び修正の概要について、次回審議会で説明

させていただく。 

事務局より下水道事業会計の予算について説明 

・流域下水道建設負担金について経営戦略と比較して金額が倍以上となってい

る理由は？ 

⇒北部処理区の建設事業費により負担額が決定される。負担割合については、

関係市町の日最大計画汚水量の割合により算出しており、経営戦略作成時と比

べて負担額及び負担割合が増加していることが要因。 

・他会計繰入金について。 

⇒総務省繰出基準に基づくもの（基準内）及び基づかないもの（基準外）の繰

入を行っている。総務省繰出基準に基づかないもの（基準外）については減少

傾向であり、財政部局と協議を行っている。 

・企業債について。 



⇒債務償還年数４０年で借入を行っている。残高は水道については約４４億

円、下水道については約３００億円。 

（３）桑名市上水道事業基本計画の見直しについて 

事務局より桑名市上水道事業基本計画の見直しの概要について説明 

・桑名市新水道ビジョン、桑名市上水道事業基本計画、桑名市上下水道事業経 

営戦略の位置付けについて。 

⇒桑名市新水道ビジョンは長期的な事業運営の指針を示したもの。桑名市上水 

道事業基本計画は中期的な１０年程度の将来目標の設定とこれを達成するた 

めに必要な具体的施策と方向性を示したもの。桑名市上下水道事業経営戦略は 

事業を行っていくために必要な投資及び財源を試算した経営計画であり、上水 

道事業基本計画の見直しの内容によっては経営戦略に影響を与える。 

・水量について企業の需要の動向が大きな影響を与えると思われるが、企業誘致や 

企業の節水対策技術の向上等について計画ではどのように捉えているのか？ 

 ⇒企業の節水対策技術の向上により減少する水量も含めて試算している。桑名市

の商工課と連携し企業に提供できる水量を確保するとともに、大口企業に対して

は要望に沿った水量を提供できるように調整している。 

（４）その他 

事務局より、次回の審議会の予定について連絡 

３．閉会挨拶 

上下水道部長より挨拶 

                              （以上） 

 


